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か
近
隣
の
公
共
施
設
や
誘
客
施
設
、
関
連
団
体

か
ら
の
紹
介
で
訪
れ
る
方
々
も
あ
り
、
連
日
大

勢
の
方
々
が
来
場
さ
れ
、
見
学
者
の
中
に
は
若

い
頃
行
っ
た
場
所
も
あ
り
、
写
真
を
見
て
懐
か

し
む
方
々
や
初
め
て
見
る
風
景
に
感
嘆
し
、
所

在
を
熱
心
に
聞
く
方
、
ま
た
「
展
示
終
了
後
は

廃
棄
さ
れ
る
物
が
あ
れ
ば
譲
っ
て
貰
え
な
い

か
？
」
と
い
っ
た
要
望
も
あ
り
ま
し
た
。

 

［
名
古
屋
事
務
所
］「
山
の
日
」
目
前
と
な
っ

た
八
月
五
日
、「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」
に
お

い
て
同
館
に
隣
接
す
る
レ
ス
ト
ラ
ン
＂Ｓ
Ｌ
Ｏ

Ｗ 

Ｆ
ｏ
ｏ
ｄ 

Ｒ
Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
Ｕ
Ｒ
Ａ
Ｎ
Ｔ 

白
鳥

物
語＂
と
連
携
し
「
夏
休
み
！
子
供
も
大
人
も

木
で
遊
ぼ
う
！
！　

ウ
ク
レ
レ
・
ラ
ン
チ
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
日
常
的
に
山
を
意
識
す

る
機
会
が
少
な
い
都
市
部
に
生
活
す
る
方
々

に
、「
山
の
日
」
を
目
前
に
し
て
「
山
に
親
し

む
機
会
と
山
の
恩
恵
に
感
謝
す
る
」
機
運
を

高
め
る
こ
と
を
目
的
に
＂白
鳥
物
語
＂
、
プ
ロ

ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
Ｊ
ｕ
ｋ
ｅ 

Ｏ
ｋ
ａ
Ｙ
ｏ
ｓ

ｈ
ｉ
と
名
古
屋
事
務
所
が
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
て
催
し
た
も
の
で
す
。

　

二
部
構
成
で
催
し
、
第
一
部
は
木
と
の
ふ
れ

あ
い
で
、
一
般
参
加
者
が
同
館
の
催
し
を
サ

ポ
ー
ト
す
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
「
フ
ォ
レ
ス

ト 

サ
ー
ク
ル 

あ
い
ち
（
Ｆ
Ｃ
Ａ
）
」
の
皆
さ

ん
に
教
え
て
い
た
だ
き
な
が
ら
木
製
い
す
の
製

作
に
取
り
組
み
ま
し
た
。
そ
し
て
第
二
部
は
プ

ロ
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
の
ジ
ュ
ー
ク
・
オ
カ
ヨ

シ
さ
ん
に
よ
る
「
ウ
ク
レ
レ
ふ
れ
あ
い
コ
ン

サ
ー
ト
」
を
催
し
、
コ
ン
サ
ー
ト
終
了
後
は
自

然
野
菜
な
ど
を
中
心
と
し
た
ラ
ン
チ
で
山
（
自

然
）
の
恵
み
を
味
覚
で
堪
能
し
ま
し
た
。

　

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、
ジ
ュ
ー
ク
さ
ん
が
「
木

材
に
囲
ま
れ
て
落
ち
着
き
ま
す
ね
、
時
間
を
忘

れ
て
い
つ
ま
で
で
も
演
奏
し
ち
ゃ
い
ま
す
」
と

ト
ー
ク
を
織
り
交
ぜ
な
が
ら
終
始
和
や
か
な
雰

囲
気
で
進
め
ら
れ
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
メ
ド
レ
ー
か

ら
ク
ラ
シ
ッ
ク
、
津
軽
や
沖
縄
民
謡
ま
で
多
彩

に
演
奏
さ
れ
、
間
伐
材
で
作
ら
れ
た
ミ
ン
ミ
ン

と
い
う
楽
器
の
紹
介
と
演
奏
も
あ
り
「
山
の

日
」
に
ち
な
ん
だ
催
し
と
な
り
ま
し
た
。

　

参
加
者
か
ら
は
、「
楽
し
か
っ
た
。
こ
ん
な

に
短
い
時
間
で
椅
子
を
作
る
こ
と
が
で
き
る
と

は
思
わ
な
か
っ
た
」「
さ
す
が
そ
れ
ぞ
れ
プ
ロ

の
方
々
で
す
ね
」、
木
と
音
楽
と
料
理
の
達
人

た
ち
と
の
ふ
れ
あ
い
は
、
五
感
を
目
一
杯
使
っ

た
楽
し
い
夏
休
み
の
思
い
出
と
な
っ
た
よ
う
で

す
。

　
「
熱
田
白
鳥
の
歴
史
館
」
は
木
造
大
空
間
の

ホ
ー
ル
で
、
木
の
良
さ
や
林
業
の
歴
史
を
紹

介
・
体
感
す
る
施
設
で
す
が
、
今
回
は
コ
ン

サ
ー
ト
と
い
う
新
し
い
試
み
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
北
信
署
］
戸
隠
森
林
植
物
園
で
は
、
今
年
四

月
の
開
園
前
に
一
部
木
道
が
大
き
く
破
損
し
職

員
に
よ
り
補
修
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

こ
の
補
修
に
よ
り
オ
フ
ィ
シ
ャ
ル
サ
ポ
ー
タ

で
あ
る
日
本
森
林
林
業
振
興
会
長
野
支
部
か

ら
、
今
年
五
月
に
資
材
提
供
頂
い
た
床
板
の
在

庫
が
少
な
く
な
り
、
他
の
維
持
修
繕
に
も
影
響

が
出
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
と
こ
ろ
、
毎

年
秋
に
戸
隠
森
林
植
物
園
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
作

業
を
実
施
い
た
だ
い
て
い
る
長
野
国
有
林
森
林

整
備
協
会
北
部
支
部
か
ら
、「
会
員
の
土
場
に

あ
る
不
要
と
な
っ
た
カ
ラ
マ
ツ
を
補
修
資
材
と

し
て
提
供
し
た
い
」
と
の
申
し
出
が
あ
り
、
長

野
森
林
組
合
の
製
材
所
で
製
材
さ
れ
た
カ
ラ
マ

ツ
の
床
板
約
七
十
枚
が
、
七
月
十
五
日
戸
隠
森

林
植
物
園
で
酒
井
支
部
長
か
ら
北
信
森
林
管

理
署
長
に
引
き
渡
さ
れ
ま
し
た
。
支
部
長
か

ら
「
土
場
に
ね
む
っ
て
い
た
資
材
が
、
こ
の
よ

夢中でミニ椅子を組み立てる参加者

ウクレレコンサートの様子

長野国有林森林整備北部支部の皆さんと
川村北信森林管理署長（左から2番目）

長
野
国
有
林
森
林
整
備
協
会
北
部
支
部

�

社
会
貢
献
資
材
引
渡

各
地
か
ら
の
た
よ
り

各
地
か
ら
の
た
よ
り

♬「
山
の
日
」
制
定
を
記
念
し
た

�

コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
♬
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う
な
形
で
お
役
に
た
て
る
事
が
で
き
て
う
れ
し

い
」
と
挨
拶
が
あ
り
、
北
信
森
林
管
理
署
長
は

「
修
理
資
材
の
確
保
が
厳
し
い
状
況
の
時
に
社

会
貢
献
と
し
て
資
材
提
供
を
頂
き
大
変
感
謝
し

て
い
る
」
と
お
礼
が
返
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
後
、
戸
隠
森
林
植
物
園
の
木
道
補
修
資
材

と
し
て
活
用
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

 

［
ふ
れ
セ
ン
］
八
月
四
日
、
木
曽
地
域
の
教

職
員
を
対
象
と
し
た
「
森
林
・
林
業
学
習
会
」

を
、
上
松
町
の
赤
沢
自
然
休
養
林
で
実
施
し
ま

し
た
。

　

こ
の
学
習
会
は
、
小
・
中
学
校
の
教
職
員
に

森
林
・
林
業
に
つ
い
て
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

き
、
森
林
環
境
教
育
の
重
要
性
や
そ
の
知
識

を
高
め
て
も
ら
う
こ
と
を
目
的
に
、
長
野
県
と

共
催
し
て
平
成
十
四
年
度
か
ら
実
施
し
て
い
る

も
の
で
、
今
回
で
十
五
回
目
の
開
催
と
な
り
ま

す
。

　

今
回
は
、
温
帯
性
針
葉
樹
の
保
存
・
復
元
を

図
る
た
め
に
設
定
さ
れ
た
「
木
曽
悠
久
の
森
」

に
つ
い
て
、
先
生
方
に
理
解
を
深
め
て
い
た
だ

く
た
め
に
、
赤
沢
自
然
休
養
林
内
の
説
明
に
絞

り
ま
し
た
。

　

森
林
鉄
道
で
丸
山
停
車
場
ま
で
移
動
し
、
木

曽
五
木
の
説
明
か
ら
始
ま
り
、
そ
の
後
、
普
段

一
般
の
方
が
入
林
出
来
な
い
「
千
本
立
」、「
奥

千
本
」
を
散
策
し
な
が
ら
、
森
林
の
生
い
立
ち

や
歴
史
、「
木
曽
悠
久
の
森
」
の
取
組
な
ど
の

説
明
を
行
い
ま
し
た
。

　

前
日
の
夕
立
の
せ
い
か
、
澄
み
切
っ
た
空
気

と
ヒ
ン
ヤ
リ
と
し
た
森
林
の
中
を
、
軟
ら
か
い

土
を
踏
み
し
め
て
の
散
策
は
、
私
た
ち
職
員
で

も
中
々
に
味
わ
う
こ
と
の
出
来
な
い
爽
快
な
も

の
で
し
た
。

　

参
加
し
た
先
生
か
ら
は
「
身
近
な
す
ば
ら
し

い
自
然
を
教
職
員
、
地
域
の
方
が
理
解
し
、
子

供
達
に
伝
え
、
つ
な
げ
て
い
く
大
切
さ
を
、
子

供
達
に
も
伝
え
た
い
」、「
教
師
が
自
然
の
中
で

学
び
、
安
心
す
る
心
が
で
き
た
と
き
、
子
供
に

対
し
て
多
く
を
教
え
る
こ
と
が
で
き
る
」、「
遠

足
等
自
然
体
験
で
来
て
み
た
い
」
と
の
感
想
が

寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
、
先
生
方
の
参
加
が
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
し
た
が
、
今
回
は
木
曽
地
域
の
十
一
名
の
先

生
方
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ア
ン

ケ
ー
ト
で
は
、
次
回
の
開
催
希
望
に
つ
い
て

「
普
段
入
林
で
き
な
い
箇
所
へ
の
エ
コ
ツ
ア
ー
」

を
希
望
さ
れ
た
方
が
殆
ど
で
あ
り
、
こ
れ
を
参

考
に
よ
り
よ
い
学
習
会
を
計
画
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

 

［
木
曽
署
］
七
月
二
十
五
日
か
ら
二
十
九
日
の

五
日
間
、
長
野
県
林
業
大
学
校
の
学
生
四
名

（
二
年
生
三
名
、
一
年
生
一
名
）
を
受
け
入
れ
、

現
場
業
務
の
就
業
体
験
を
行
い
ま
し
た
。

　

単
純
な
山
の
見
学
等
で
は
な
く
、
実
際
に
調

査
等
を
体
験
し
て
も
ら
い
な
が
ら
業
務
内
容
を

理
解
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
基
本
に
考
え
、
一

日
目
は
小
木
曽
国
有
林
（
木
祖
村
）
で
の
獣
害

被
害
対
策
（
食
害
防
止
器
材
の
設
置
、
ク
マ
剥

ぎ
防
止
テ
ー
プ
巻
き
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
捕
獲
用
囲

い
ワ
ナ
で
誘
因
用
の
餌
設
置
）、
二
日
目
は
小

川
入
国
有
林
（
上
松
町
）
で
の
収
穫
調
査
体
験

と
森
林
事
務
所
で
の
調
査
取
り
ま
と
め
（
復
命

書
の
作
成
）、
三
日
目
は
三
浦
国
有
林
（
王
滝

村
）
等
で
の
製
品
生
産
箇
所
の
現
地
見
学
と
新

上
松
土
場
（
上
松
町
）
で
の
販
売
業
務
（
素
材

検
知
体
験
）、
四
日
目
は
小
川
入
国
有
林
（
上

松
町
）
で
ヒ
ノ
キ
種
子
結
実
促
進
試
験
地
で
の

ジ
ベ
レ
リ
ン
塗
布
等
、
赤
沢
自
然
休
養
林
で
の

木
曽
悠
久
の
森
内
を
散
策
し
な
が
ら
の
ス
ト
レ

ス
チ
ェ
ッ
ク
体
験
、
最
終
日
の
五
日
目
は
御
岳

国
有
林
（
王
滝
村
）
治
山
事
業
地
の
見
学
を
行

い
ま
し
た
。

　

学
生
か
ら
は
、「
多
く
の
実
習
が
学
校
の
授

業
で
学
ぶ
内
容
だ
っ
た
が
机
上
で
学
ぶ
だ
け
で

は
な
く
実
際
に
自
分
の
手
で
行
う
こ
と
に
よ
り

理
解
が
深
ま
っ
た
」、「
ザ
ウ
ル
ス
ロ
ボ
や
ダ
ブ

ル
エ
ン
ド
レ
ス
索
な
ど
言
葉
や
写
真
で
見
た
こ

と
は
あ
っ
て
も
実
際
に
見
た
り
し
た
こ
と
は
な

木曽悠久の森の説明風景

木曽悠久の森を散策

食害防止器材「ウッドガード」を設置して

イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
で

�

現
場
業
務
を
体
験

教
職
員
を
対
象
と
し
た

�

森
林
・
林
業
学
習
会
を
開
催
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い
も
の
を
見
る
こ
と
が
で
き
た
」、「
普
段
の
生

活
の
中
で
は
森
林
管
理
署
の
業
務
に
つ
い
て
触

れ
る
こ
と
が
な
い
の
で
実
際
に
獣
害
対
策
、
収

穫
調
査
、
試
験
地
調
査
な
ど
体
験
す
る
こ
と
で

深
く
学
ぶ
こ
と
が
で
き
た
」、「
治
山
業
務
の
大

切
さ
を
学
ん
だ
と
同
時
に
興
味
を
持
っ
た
」
な

ど
の
感
想
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

担
当
し
た
各
講
師
も
、
自
分
た
ち
が
行
っ
て

い
る
業
務
を
な
る
べ
く
わ
か
り
や
す
く
説
明
す

る
な
ど
貴
重
な
機
会
と
な
り
ま
し
た
。

 

［
南
木
曽
支
署
］
近
年
、
ニ
ホ
ン
ジ
カ
が
森
林

に
も
た
ら
す
食
害
は
全
国
各
地
で
増
加
し
て
お

り
林
業
経
営
に
深
刻
な
問
題
と
な
る
中
、
当
支

支
柱
よ
り
長
い
支
柱
を
使
用
す
る
な
ど
職
員
等

の
ア
イ
デ
ィ
ア
を
採
用
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
現
地
検
討
会
は
、
あ
い
に
く
の
雨
天

で
の
開
催
と
な
り
ま
し
た
が
、
参
加
者
全
員
が

新
た
な
設
置
方
法
の
習
得
や
、
課
題
と
解
決
策

の
検
討
に
真
剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。
参

加
者
か
ら
は
「
支
柱
も
軽
量
で
作
業
性
が
良

い
」
や
「
比
較
的
安
易
に
張
る
こ
と
が
で
き

た
」、「
民
有
地
で
も
試
し
て
み
た
い
」
な
ど
の

感
想
が
聞
こ
え
る
一
方
で
「
当
地
の
よ
う
な
多

雪
地
帯
で
雪
の
重
量
に
ど
こ
ま
で
耐
え
ら
れ
る

の
か
」
と
心
配
す
る
声
も
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

当
支
署
で
は
、
今
後
降
雪
時
、
融
雪
後
に
係

る
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
コ
ス
ト
の
検
証
等
を
実
施

し
、
得
ら
れ
た
情
報
を
民
有
林
に
フ
ィ
ー
ド

バ
ッ
ク
す
る
な
ど
情
報
共
有
す
る
と
と
も
に
、

低
コ
ス
ト
造
林
や
獣
害
被
害
対
策
な
ど
民
国
連

携
し
た
取
り
組
み
を
さ
ら
に
進
め
て
い
く
こ
と

と
し
て
い
ま
す
。

◎
関
東
財
務
局
国
有
財
産
監
査

　

９
月
５
～
６
日　

木
曽
署
管
内

◎
国
有
林
材
供
給
調
整
検
討
委
員
会

　

９
月
７
～
８
日　

名
古
屋
市

◎
森
林
作
業
道
現
地
検
討
会

　

９
月
13
～
15
日　

南
信
署
管
内 

◎
第
二
回
保
護
林
管
理
委
員
会

　

９
月
29
日　
　
　

中
部
森
林
管
理
局

署
管
内
に
お
い
て
も
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
目
撃
情
報

が
年
々
増
え
て
き
た
た
め
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ

に
よ
る
生
息
調
査
に
三
年
前
か
ら
全
署
的
に
取

り
組
ん
で
き
た
と
こ
ろ
、
子
鹿
を
含
め
た
撮
影

数
の
増
加
や
新
た
な
箇
所
で
の
撮
影
な
ど
生
息

数
や
生
息
域
の
拡
大
が
確
認
さ
れ
、
将
来
的
に

は
森
林
被
害
の
発
生
や
拡
大
が
懸
念
さ
れ
て
い

ま
す
。

　

こ
の
た
め
当
支
署
で
は
、
効
率
的
、
効
果
的

な
ニ
ホ
ン
ジ
カ
対
策
の
検
討
を
進
め
て
お
り
、

今
回
そ
の
一
環
と
し
て
、
比
較
的
低
コ
ス
ト
で

設
置
で
き
る
、
斜
め
張
り
方
式
の
獣
害
対
策
用

防
護
柵
（
さ
い
ね
っ
と
）
の
現
地
検
討
会
を
、

七
月
二
十
六
日
に
、
南
木
曽
国
有
林
３
１
４
ほ

林
小
班
に
お
い
て
、
地
元
自
治
体
や
林
業
事
業

体
か
ら
担
当
者
四
十
名
を
超
え
る
参
加
を
得
て

開
催
し
ま
し
た
。

　

当
日
、
開
会
式
で
は
酒
向
支
署
長
よ
り
「
効

率
よ
く
森
林
資
源
を
循
環
利
用
し
て
い
く
た
め

に
は
、
伐
採
、
保
育
に
掛
か
る
コ
ス
ト
を
軽
減

す
る
必
要
が
あ
る
。
民
国
共
通
し
た
課
題
で
あ

り
、
協
力
し
て
効
果
を
実
証
し
た
い
。」
と
の

挨
拶
が
あ
り
、
続
い
て
、
現
地
検
討
会
の
講
師

で
あ
る
大
同
商
事
株
式
会
社
の
担
当
者
か
ら
今

回
設
置
す
る
「
さ
い
ね
っ
と
」
の
性
能
や
設
置

方
法
な
ど
に
つ
い
て
説
明
が
あ
り
、
そ
の
後
二

班
に
分
か
れ
、
一
五
十
㍍
ほ
ど
ネ
ッ
ト
を
設
置

し
ま
し
た
。
な
お
、
今
回
の
検
討
会
で
は
さ
ら

な
る
コ
ス
ト
の
軽
減
の
た
め
、
現
地
の
立
木
を

支
柱
の
代
わ
り
と
し
て
活
用
し
た
り
、
林
道
下

の
柵
は
シ
カ
が
跳
び
越
え
易
い
た
め
、
従
来
の

開会式で挨拶する酒向南木曽支署長

「さいねっと」の性能や設置方法の説明

民
国
連
携
し
た
低
コ
ス
ト
造
林
の
取
組

～
シ
カ
被
害
対
策
（
斜
め
張
り
方
式
）

�

現
地
検
討
会
の
実
施
～ 収穫復命書の作成
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ン
ジ
カ
の
個
体
数
調
整
な
ど
、
森
林
保
全
管
理

業
務
を
中
心
と
し
た
業
務
を
行
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
が
、「
地
域
に
必
要
と
さ
れ
る
国
有
林

と
は
何
か
？
」「
国
有
林
と
し
て
地
域
に
貢
献

で
き
る
こ
と
は
何
か
？
」
を
そ
の
都
度
考
え
な

が
ら
地
域
に
密
着
し
た
業
務
を
微
力
な
が
ら

行
っ
て
い
ま
す
。

 ［
南
信
署
　
駒
ヶ
根
森
林
事
務
所
］

�
首
席
森
林
官
　
今
村 

正
之

　

駒
ヶ
根
森
林
事
務
所
は
、
長
野
県
南
部
の
伊

那
谷
を
流
れ
る
天
竜
川
の
西
側
に
あ
た
る
黒

川
、
赤
穂
、
中
田
切
、
飯
島
、
上
片
桐
、
大
島

山
の
国
有
林
、
東
側
の
四
徳
及
び
手
良
沢
山
国

有
林
の
約
一
万
一
千
㌶
の
国
有
林
と
北
は
箕
輪

町
か
ら
南
は
松
川
町
ま
で
の
約
千
八
百
㌶
の
官

行
造
林
を
管
轄
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
伊
那
谷
地
域
は
、
水
田
や
田
畑
、
里
山

が
天
竜
川
を
挟
ん
で
広
が
り
、
東
に
南
ア
ル
プ

ス
（
赤
石
山
脈
）
西
に
中
央
ア
ル
プ
ス
（
木
曽

山
脈
）
と
、
東
西
に
そ
び
え
る
三
、〇
〇
〇
㍍

級
の
二
つ
の
ア
ル
プ
ス
に
抱
か
れ
た
悠
久
の
自

然
景
観
を
感
じ
さ
せ
る
美
し
い
地
域
で
も
あ
り

ま
す
。

　

当
森
林
事
務
所
は
、
こ
の
中
央
ア
ル
プ
ス

（
北
は
将
棋
頭
山
か
ら
南
は
念
丈
岳
ま
で
）
を

管
理
し
て
お
り
、
百
名
山
の
木
曽
駒
ヶ
岳
や
空

木
岳
、
二
百
名
山
の
南
駒
ヶ
岳
な
ど
の
山
々
を

目
指
す
登
山
者
や
、
氷
河
地
形
で
花
崗
岩
の
白

さ
と
ハ
イ
マ
ツ
の
緑
が
鮮
や
か
な
コ
ン
ト
ラ
ス

ト
を
な
す
千
畳
敷
カ
ー
ル
に
来
る
行
楽
客
な

ど
、
高
山
植
物
や
美
し
い
山
岳
景
観
を
求
め
て

中
央
ア
ル
プ
ス
の
玄
関
口
で
あ
る
駒
ヶ
岳
ロ
ー

プ
ウ
ェ
イ
に
は
年
間
を
通
じ
て
約
二
十
一
万
人

が
訪
れ
ま
す
。

　

最
近
の
話
題
と
し
て
は
、
駒
ヶ
根
市
が
上
伊

那
地
域
の
主
体
と
な
り
、
地
域
の
観
光
資
源
で

あ
る
中
央
ア
ル
プ
ス
の
ブ
ラ
ン
ド
力
を
国
際

的
に
高
め
地
域
振
興
に
つ
な
げ
よ
う
と
、
ジ
オ

パ
ー
ク
化
や
国

定
公
園
化
（
現

在
は
県
立
公
園
）

に
向
け
た
気
運

が
昨
年
あ
た
り

か
ら
徐
々
に
高

ま
り
始
め
て
お

り
、
今
年
の
秋

に
は
推
進
協
議

会
の
設
立
も
計

画
さ
れ
て
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

ま
た
、
も
う

一
つ
は
ニ
ホ
ン
ジ
カ
の
問
題
で
す
。
ニ
ホ
ン
ジ

カ
に
つ
い
て
は
従
来
、
天
竜
川
よ
り
西
側
に
は

生
息
し
て
い
な
か
っ
た
と
こ
ろ
で
す
が
、
近
年

徐
々
に
中
央
ア
ル
プ
ス
で
も
個
体
が
確
認
さ
れ

る
よ
う
に
な
り
、
生
態
系
や
自
然
環
境
へ
の
影

響
、
高
山
帯
に
向
か
っ
て
生
息
域
が
拡
大
す
る

こ
と
に
よ
る
高
山
植
物
等
へ
の
影
響
が
危
惧
さ

れ
始
め
ま
し
た
。
こ
う
し
た
な
か
被
害
を
未
然

に
防
ぐ
為
、
地
域
の
関
係
す
る
機
関
が
広
域
的

に
連
携
し
効
果
的
な
対
策
を
講
じ
る
こ
と
を
目

的
と
し
て
、
今
年
の
三
月
に
上
伊
那
地
域
が
中

心
と
な
り
「
中
央
ア
ル
プ
ス
野
生
動
物
対
策
協

議
会
」
が
設
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
森
林
事
務
所
の
業
務
と
し
て
は
、
グ
リ
ー

ン
サ
ポ
ー
ト
ス
タ
ッ
フ
に
よ
る
高
山
植
物
の
保

護
パ
ト
ロ
ー
ル
や
、
セ
ン
サ
ー
カ
メ
ラ
や
ラ
イ

ト
セ
ン
サ
ス
に
よ
る
ニ
ホ
ン
ジ
カ
等
の
生
息
域

調
査
、
秋
か
ら
冬
に
掛
け
て
は
地
元
猟
友
会
と

連
携
し
た
職
員
実
行
に
よ
る
く
く
り
罠
で
ニ
ホ

GSSによるグリーンロープ張り替作業亜高山体へのセンサーカメラ設置

シ
リ
ー
ズ

﹁
森
林
官
か
ら
の
便
り
﹂

南アルプスの裾野に広がる伊那谷

氷河が削り出した千畳敷カール）

宝剣岳（左）と天狗岩（右）
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ご当地

自慢
富山県魚津市編

富山署

40

す
。

　

蜃
気
楼
は
、
四
月
～
五
月
の
午
前
十
一
時
～

午
後
四
時
頃
で
気
温
十
八
度
以
上
の
時
に
、
よ

く
現
わ
れ
ま
す
。

　

見
ど
こ
ろ
ス
ポ
ッ
ト
の
、
魚
津
生
地
入
善
線

の
北
鬼
江
交
差
点
か
ら
、
海
の
駅
交
差
点
の

富
山
湾
沿
い
の
海
岸
道
路
は
、「
し
ん
き
ろ
う

ロ
ー
ド
」
と
呼
ば
れ
多
く
の
方
が
訪
れ
ま
す
。

◇
魚
津
埋
没
林
博
物
館

　

し
ん
き
ろ
う

ロ
ー
ド
の
魚
津

港
の
近
く
に
博

物
館
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
の
博
物
館

は
富
山
湾
の
二

つ
の
不
思
議
と

言
わ
れ
る
「
埋

没
林
」
と
「
蜃

気
楼
」
に
出
会

え
る
場
所
と
し

て
多
く
の
方
が

訪
れ
る
場
所
で

す
。

　

埋
没
林
は
、

約
二
千
年
前

に
、
片
貝
川
の

氾
濫
に
よ
っ
て

流
れ
出
た
土
砂

が
ス
ギ
の
原
生

林
を
埋
め
つ
く
し
、
そ
の
後
海
面
が
上
昇
し
出

来
上
が
り
ま
し
た
。

　

富
山
県
魚
津
市
は
、
富
山
県
東
部
の
中
心
都

市
と
し
て
賑
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
北
西
に
は
富

山
湾
が
広
が
り
「
蜃
気
楼
・
埋
没
林
・
ほ
た
る

い
か
」
が
三
大
奇
観
と
し
て
広
く
知
ら
れ
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
来
年
に
は
第
六
十
八
回
全
国
植
樹
祭

が
開
催
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
蜃
気
楼

　

蜃
気
楼
は
大

気
中
の
温
度

差
に
よ
っ
て
光

が
屈
折
を
起
こ

し
、
遠
方
の
風

景
な
ど
が
伸
び

た
り
、
反
転
し

た
虚
像
が
見
ら

れ
た
り
す
る
現

象
で
、
当
市
か

ら
は
富
山
湾
に

浮
か
ぶ
工
場
地

帯
の
風
景
や
反

転
し
た
船
舶
な

ど
が
見
ら
れ
ま

　

展
示
場
で
は
、
埋
没
し
た
樹
齢
約
五
百
年
の

ス
ギ
の
根
っ
こ
を
そ
の
場
で
保
存
・
展
示
し
て

お
り
、
縄
文
時
代
の
気
象
の
変
化
を
証
明
す
る

貴
重
な
資
料
と
し
て
、
国
の
天
然
記
念
物
に
も

指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

実
際
に
見
る
と
、
そ
の
大
き
さ
に
圧
倒
さ
れ

ま
す
。

◇
魚
津
桃
山
運
動
公
園

　

博
物
館
か
ら
、
山
に
向
か
っ
て
約
六
㌔
㍍
程

進
ん
だ
と
こ
ろ
に
運
動
公
園
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
運
動
公
園
は
魚
津
市
の
高
台
に
位
置

し
、
僧
ヶ
岳
や
富
山
湾
を
望
む
こ
と
が
で
き
る

自
然
豊
な
場
所
に
あ
り
、
本
格
的
な
各
種
ス

ポ
ー
ツ
施
設
か
ら
、
ピ
ク
ニ
ッ
ク
や
ア
ス
レ

チ
ッ
ク
な
ど
、
親
子
で
楽
し
め
る
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
パ
ー
ク
と
し
て
人
気
を
集
め
て
い
ま
す
。

　

こ
の
運
動
公
園
は
来
年
に
開
催
さ
れ
る
「
第

六
十
八
回
全
国
植
樹
祭
」
の
メ
イ
ン
会
場
と
し

て
使
用
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
ま
す
。

◇
洞
ス
ギ

　

南
又
谷
流
域
の
標
高
五
〇
〇
㍍
～
七
〇
〇
㍍

付
近
に
生
林
し
て
い
る
推
定
林
齢
五
百
年
生
の

天
然
ス
ギ
で
、
幹
に
空
洞
が
あ
る
こ
と
か
ら
洞

ス
ギ
と
呼
ば
れ
て
い
ま
す
。

　

特
徴
と
し
て
は
、
人
工
林
の
ス
ギ
の
よ
う
に

地
面
か
ら
垂
直
に
幹
が
伸
び
て
い
る
の
と
違

い
、
多
く
は
巨
大
な
石
の
上
に
乗
る
よ
う
な
形

で
生
育
し
て
お
り
、
そ
の
景
観
か
ら
し
て
他
で

は
見
ら
れ
な
い
独
特
の
景
観
を
呈
し
て
い
ま

す
。

◎
ア
ク
セ
ス

　

魚
津
埋
没
林
博
物
館

　

○
電
車
で
の
場
合

　
　

�

あ
い
の
風
と
や
ま
鉄
道
魚
津
駅
か
ら
徒
歩

二
十
分

　

○
車
で
の
場
合

　
　

�

北
陸
自
動
車
道
魚
津
Ｉ
Ｃ
か
ら
車
で
十
分

（
写
真
の
一
部
は
魚
津
埋
没
林
博
物
館
提

供
）

  富山湾に浮かぶ蜃気楼

魚津埋没林博物館水中展示された埋没林の樹根

  魚津桃山運動公園

洞スギ


